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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

■ 法人理念
　「ひとりの想い」を文化にする。

私たちはこれまで「ひとりのニーズからしか生まれない」という実践を大切にしてきました。人口減少や超少子高齢化社会など時代が変容していくなかで、ともすると、「ひとりの想い」がおろそか
になってくるかもしれません。
私たちは、そうした時代だからこそ、「ひとりの想い」を大切にすることから始まる福祉実践を展開し、人間の新しい価値観の創造を目指します。
そして、「ひとりの想い」から始まる福祉実践をこれからもあたりまえに存在する「文化」にします。

■ 事業所理念
　つながる・たのしむ・そだつ

amaririsuは子どもたちが楽しい経験をしながら人とつながり成長することをささえます。

事業所名 社会福祉法人ゆうゆう　amaririsu 作成日支援プログラム（参考様式）

自分で考えて、自分から行動する力を身に付けます。
子どもの認知特性を理解し、子どもが環境やその場の状況を理解でき適切な行動ができるよう支援します。
感覚や認知の偏り、コミュニケーションの難しさから起こる行動障害の予防と対応を行います。

障がいの種別や程度に応じて、言葉によるやりとりだけではなく、サインや絵カード、各種機器類を用いて意志のやりとりができるよう支援します。
コミュニケーションを通して、できごとや行動、感情に対応した言語理解の発達を図り、状況や相手に合わせた行動、会話ができるよう支援します。
限局性学習症など障がいの特性に応じた読み書き能力を獲得できるよう支援します。

居たい、行きたい、やってみたいと思える場所をつくります。
他の人に受容、承認される経験を通して、人に対する信頼感や自分に対する信頼感を育みます。
自分の得意なところ不得意なところを理解し、気持ちや情動を調整し、状況に応じた行動ができるよう支援します。
集団や社会のルールを理解し、集団活動や社会生活に参加できるよう支援します。

支援方針

■ 本人支援
　●居たい、行きたい、やってみたいと思える場所をつくります。
　●自分で考えて、自分から行動する力を身に付けます。
■ 家族支援
　●こどもの成長をご家族と一緒に支えます。
■ 移行支援
　●さまざまな経験を積んだ子どもに育てます。
■ 地域支援
　●その子にあった生き方を見つけます。
　　・関係機関と連携を取っていきます。
　　・卒業後も地域で安心して暮らせるように支援します。
　　・ひとりひとりに合った生き方をいっしょに探します。

営業時間 送迎実施の有無
＜平日＞9:30～18:30

＜学校休日＞9:00～18:00

主な行事等 田植え、海水浴、稲刈り、ハロウィンパーティ、クリスマス会、卒業進級パーティ

（別添資料１）

家族支援

こどもの成長をご家族と一緒に支えます
こどもの発達の相談やきょうだいを含めた家族の困りごとに対応します。
定期面談の他、必要に応じて面談を行います。
ペアレントトレーニング、保護者交流会を実施します。

移行支援
さまざまな経験を積んだ子どもに育てます。
保育園、幼稚園、学校での生活を支援します。
放課後や休日の過ごしの場で事業所以外での活動を支援します。

地域支援・地域連携

ひとりひとりに合った生き方を一緒に探します。
卒業後も地域で安心して暮らせるように支援します。
関係機関と情報交換をおこない、連携を取っていきます。
相談支援事業所、保育園、幼稚園、学校と情報共有をします。
自立支援協議会、要保護児童対策地域協議会、個別の支援会議等に参加します。

職員の質の向上 支援方法、発達障害の特性の理解、虐待防止など各種研修を実施します。

支　援　内　容

子どもの心身の状態を観察し、健康で安全な生活を営むことを支援します。
食事、トイレ、更衣など基本的な生活習慣を形成するよう支援します。
自分の生活を管理できるよう、意向を受け止めながら主体的に行動できるよう支援します。

日常生活に必要な筋力の維持・強化、適正な体重を維持することを支援します。
視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚等の感覚を十分に活用し環境に適応できるよう、遊び等を通して支援します。
子どもの感覚の特性（過敏さや鈍さ）に合わせ環境調整を行います。
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